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今回の発表は、これまでと少し視点を変えて、今回実施し
たプロセス横断型プロジェクトと、その課題やメリットを中心に
報告いたします。
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プロセス横断型プロジェクトとは、
企画設計～設計～施工～維持管理とデジタル情報が引き継がれる
受け渡された情報を各プロセスで活用し、重複していた作業を省略化する
ISOに従った情報マネジメントプロセスで、情報を生成・管理などを行う

１ プロセス横断型プロジェクトについて
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プロセス横断型プロジェクトについて （現状の課題）
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建築物の設計・施工におけるＢＩＭの活用状況は、設計、施工の各プロセスとも限定的であり、またプロ
セス横断的な活用は想定されていないため、余り行われていない状況。

更に、維持管理・運用でメリットが生じるかたちでのＢＩＭ活用は進んでおらず、その結果、建築物のライ
フサイクルを通じたＢＩＭの活用につながっていない
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プロセス横断型プロジェクトについて （BIM活用の意義）
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各主体が個別に活用するだけでなく、デジタル情報がプロセス間で適切に引き継がれ、建築物のライフサイ
クルを通じてＢＩＭが活用され、更には複数プロジェクトで活用され、またＡＩ・ＩｏＴとの連携を図ってい
くことで、ＢＩＭを活用する効果はますます大きくなっていくことが期待される。

プロセス横断型のBIM活用を進める意義

１ 受け渡されたＢＩＭを各プロセスで適宜活用することで、プロセスごとに重複していた情報入力・加工作業等が省略化さ
れる。

２ ３Ｄモデルを活用することにより、多くの関係者間での複雑な形状等の理解が深まり、質疑応答等が減る等、情報伝達
が円滑化する。

3 適切な入力ルール等に基づき必要な情報が入力されたＢＩＭが維持管理段階に受け渡されることで、ＢＩＭ活用によ
る効率的な維持管理・運用を実現する。

４ 設計段階から施工計画を検討することで、速やかな資材の発注や工事着手による、設計から施工までの工期の短縮やコ
スト低減等を実現する。

５ 設計段階で維持管理・運用の方針等を検討することで、維持管理・運用の効率化・コストの合理化等を目指した設計を
実現する。
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BIMによる全方位連携図

プロセス横断型プロジェクトについて （本事業でのプロセス横断の状況）

今回の取り組みで、設計～施工～維持管理の繋がりはできていました。
コストや建材メーカーの連携などが、今後の課題です。
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１．ガイドラインに沿った展開①：情報マネジメントプロセス 令和２年度 BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化連携事業

２ 企画設計から実施設計へのプロセス横断

S0

S1

S2

S3

S1 S2 S3

8BIMモデルから作成された図面

設計段階でのBIMモデルの連携
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企画設計から実施設計へのプロセス横断（クラウドワークシェアリングとライブリンク）

9
クラウドワークシェアリングとライブリンク

この設計作業の中で、重要なのは、クラウドワークシェアリングとライブリンク
です。これがあるおかげでテレワーク化で効率的な作業ができました。
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企画設計から実施設計へのプロセス横断（S４の解釈の変更）
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標準ワークフローと業務区分

大和ハウスチームの業務区分についての解釈の違い

今回の事業において、S4の解釈を変更し、生産設計と位置付け、実
施設計作業はS3で終了すると考えました。
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３ 設計から施工へのプロセス横断

12

①と②は論外で、③と④のパターンを併用して実施しました。
クラウドワークシェアリングをどう受け継ぐのかが課題となります。

設計～施工へのデータ受け渡しのパターン
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設計から施工へのプロセス横断（基礎施工図）
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施工図にて作成した主な項目
施工図用シート・ビューの作成 断面図の作成
フカシ・スラブ段差位置等調整 部分詳細図
スリーブ・タラップ等の雑金物関係 寸法・符号等の記載

構造モデルから引用した主な項目
通り芯・階高等の共通情報
部材情報（符号・断面寸法）
部材配置（通り芯からの寄り、高さ）

構造
モデル

施工図
モデル

連携連携

テンプレート・ファミリの共有化と各種アドオンツールによる
自動化の効果で作業の効率化は目標値を上回る 40％（CDEの整備の効果大）

テンプレート・ファミリの共有化と各種アドオンツールによる
自動化の効果で作業の効率化は目標値を上回る 40％（CDEの整備の効果大）

モデル踏襲

モデル反映

設計の構造モデのBIM連携による基礎躯体図作成設計の構造モデのBIM連携による基礎躯体図作成
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設計から施工へのプロセス横断（鉄骨の構造～工場～施工）
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チェックツール・自動化ツールによる連携で
工場（鉄骨）の情報加工の作業時間の削減 17％

チェックツール・自動化ツールによる連携で
工場（鉄骨）の情報加工の作業時間の削減 17％
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設計から施工へのプロセス横断（設計段階で施工図作成という考え方）
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設計段階から施工図を作成するというBIMガイドラインの記載には、設
計段階で施工図に連携できる仕組みを取り入れることで、施工図作成の
リードタイムを抑えることができると考えました。
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ライフサイクルコンサルタントによる管理環境の整備により構築作業が30％向上ライフサイクルコンサルタントによる管理環境の整備により構築作業が30％向上
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４ 設計・施工～維持管理へのデータ連携
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企画・基本検討
（実施判断）

基本設計
（規模検討・法規対応）

実施設計
（確認申請）

工事
（生産工程・実現）

運営・維持管理
（継続的な運用・活用）

基本計画と検討 建物性能・仕様の決定 1 建物性能・仕様の決定 2 管理検討・諸元情報の付与 施設運営と性能仕様の維持

運用・維持管理方針 運用・維持管理計画 運用・維持管理実施

施工BIMモデル
（LOD300）

維持管理BIMモデル
（LOD200）

設計BIMモデル
（LOD200）

BIMモデル
（LOD100）

▲竣工・引渡し

導入準備

フィードバック VHO実施
竣工図・情報（確定）

変更箇所・追加工事
数量の反映

仕様・諸元
数量情報
（確定情報）

仕様・諸元
数量情報
（設計値）

建物基本計画

BIMによる
FM導入・運用

建物基本設計 建物基本設計 建物基本設計

フィードバックレビュー・評価

提案依頼書
EIR

提案書
BEP

引継 引継 引継

PIM（プロジェクト情報モデル）からAIM（アセット情報モデル）への連
携が維持管理へのプロセス横断となる。今回はRevitとArchibusのダイレ
クト連携でCOBieは使っていない。

AIMPIMPIMPIM



効果2：S5で実施するVHOはS6フェーズの前倒しとなる
S7フェーズの早期運用開始に貢献（発注者メリット大）
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引渡しから維持管理システム運用開始までのリードタイムを1/8に短縮引渡しから維持管理システム運用開始までのリードタイムを1/8に短縮

Virtual Handover（VHO）とは、施工者が実際の建物より前に、BIMモデルを引き渡すこと（＝BIMモデルの竣工検査）
本プロジェクトでは、3段階の合意ステップを設定して検証を行った

VHO Level0
原設計認識

モデル
• 設計モデルの現状認識

VHO Level1
納まり調整

モデル

• 躯体・設備の納まり確認
• 利用者の使い勝手確認
• 施工図承認前に実施

VHO Level3
竣工引渡し

モデル

• 維持管理に必要な属
性情報をBIMに付与

• 実際の竣工前に引渡し

モデル合意１

VHO Level2
内装確認
モデル

• 什器・備品を仮配置
• 仕上テクスチャを設定
• リアルタイムVRで仕上がり状
況を具体的に確認

モデル合意２

CDEを活用したVHOモデルチェック体制

効果１：CDE空間内で関係者がそれぞれの目線でモデルを確認
施工前に問題点を明らかにし、竣工検査時の重大な指摘をなくす

S3,S4
設計
BIM

S5
施工BIM

S6
維持管理BIM
作成業務

S7
維持管理
運用

準備期間4か月

S3,S4
設計
BIM S5 施工BIM

S
6

S7
維持管理
運用

S5 VHO
2週間

通常BIM連携

VHO導入連携

維持管理システムの準備時間を短縮
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設計・施工～維持管理へのデータ連携（バーチャルハンドオーバーによる情報確認）
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②部屋、設備のリスト出力

③部屋、設備の属性入力

⑤部屋、設備属性のBIMモデルへの還元

⑥維持管理方針・
運営体制等により、
管理項目・データの
調整

RevitのパラメータとARCHIBUSのフィールドのマッ
ピングツール

⑦施主へ維持管理BIMとして納品
⑧運用でのデータ変更

⑨施主にて変更情報を維持管理BIMモデルへアップデート

ライフサイクル
コンサルタント

施主
維持管理事業者

設計・施工事業
者

維持管理BIM
作成事業者

意匠 / 構造 / 設備 BIM

維持管理BIM

①部屋情報、設備情報のARCHIBUSへ品目登録

維持管理モデル作成要求
ミーティング

④部屋、設備属性投入
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設計・施工～維持管理へのデータ連携（ライフサイクルコンサルタントの役割）
設計段階からライフサイクルコンサルタントが関与し、竣工後の維持管
理・運用につながる情報の作成などを指導した。

維持管理に精通し、設計施工の
BIMの知識を持ったライフサイクル
コンサルタントの育成が急務
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５ ISO19650と共通データ環境（CDE)について

大和ハウス工業は、この連携事業で
設計段階のISO19650の認証を取
得した。BIMガイドラインに従って取り
組んだこの事業で、ISO19650の運
用が可能であることを実証した。
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５ ISO19650とEIR・BEPについて

1
評価及び
ニーズ

2
入札案内

３
応札

４
受託

５
動員

６
情報の
協働生産

７
情報モデル
の納入

８
プロジェクト
の終結

調達段階の活動 情報計画段階の活動 情報生産段階の活動

後続の活動への情報の連携

プロジェクト

開始

プロジェクト

終了EIR BEP BEPPre Post

ISO19650では、下記のような情報マネジメントの中で、発注者からの
EIRと、設計・施工業者からのBEPが活用される。

ISOでは、EIRはBIMガイドラインによる「BIM発注者要求条件」ではなく、「発注組織
の情報交換要求条件」であり、少し意味が異なる
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ISO19650とEIR・BEPについて

23
情報交換要求事項（EIR) 契約後BIM実行計画（Post-BEP)

本事業では、ISO19650による、EIRとBEPを作成し、設計段階での、
情報マネジメントプロセスの中で、活用した。
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ISO19650による共通データ環境（CDE)について

24

共通データ環境（CDE)についても、ISO19650の定義に従って構築し
た。設計・施工で、業務の中心的な役割を果たした。

基本設計でのCDE活用プロセス

ISO19650による共通データ環境（CDE）



令和２年度 BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化連携事業

ISO19650と共通データ環境（CDE)について

25

共通データ環境（CDE)として、BIM360の様々な機能を活用した

指摘事項による図面チェックと回答

干渉チェックによる指摘事項の発行 工事状況の公開

図面比較による変更点の確認
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確認申請での
BIMデータ連携 維持管理での

実践的活用

今回の連携事業でやり残したことは、下記の４つと考えています。次回は、
確認申請でのBIMデータ連携と、維持管理での実物件による実践的な
活用に取り組んでゆきたいと考えています。

メーカーとの
BIMデータ連携

概算コスト
BIMデータ連携

ISO適応


